タイトル　聖マリアンナ医科大学病院でIgG4関連疾患の診断で治療を受けた方およびご家族の方へ
（1） 研究課題名　IgG4関連疾患の臨床的特徴に関する検討
（2）実施責任者　永渕裕子
（3）研究の目的　IgG4関連疾患は血清IgG4高値と病変組織にIgG4陽性形質細胞の著明な浸潤を伴う疾患群であり、2009年に日本から報告されました。ステロイド反応性良好とされていますが、発見からまだ日が浅く、また多臓器に病変がおよぶことから解析が十分に行われていません。また治療の指針もまだ十分整えられておらず、日常臨床でステロイドの減量で再燃し、治療に難渋する症例も存在します。そこで本研究ではIgG4関連疾患の患者の臨床的特徴を明らかにする目的で当科におけるIgG4関連疾患患者の病態と治療の関連を検討します。★本研究は聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会（臨床試験部会）にて審議され学長の許可を得て実施しております。
（4）研究対象について
  2010年01月01日～2023年07月31日の間に当院でリウマチ・膠原病・アレルギー内科で診療を受けた方のうちIgG4関連疾患の症例が対象となります。
（5）研究実施期間
   承認後～2028年３月31日
（6）抽出項目　発症時年齢、現在の年齢、性別、障害臓器病変（膵臓、胆管、涙腺・唾液腺、中枢神経系、甲状腺、肺、肝臓、消化管、腎臓、前立腺、後腹膜、動脈、リンパ節、皮膚、乳腺）、罹病期間、治療（副腎皮質ステロイド、免疫抑制剤）、患者背景因子（腎障害、低アルブミン血症、リンパ球減少、糖尿病、圧迫骨折、悪性腫瘍の合併症）、有害事象（主に感染症）を抽出します。
（7）個人情報の保護について
   この研究では登録時に、新たに研究用の個別の番号（識別コード）を付し、個人が特定できないようして取扱います。個人情報と識別コードの照合表を作成し、個人情報管理者が管理を行い、リウマチ・膠原病・アレルギー内科の医局の鍵付きの棚で厳重に保管します。この研究に関わって取得される資料・情報等は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に取り扱います。
（8）研究結果の公表について
　   研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。
　   その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
（9）本研究への参加を希望されない場合下記までご連絡ください。
　　この調査の対象となられる方で、ご自分あるいは御家族の情報を登録したくない場合は、
  2023年12月31日までに下記連絡先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。
（10）問い合わせ先・相談窓口　　 　
聖マリアンナ医科大学病院　医局名・医局内線番号：リウマチ・膠原病・アレルギー内科
住所：〒216-8511　神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表)  医局内線番号4285
担当医師：永渕裕子
対応時間：9時から17時（月曜から水曜日）


